
第 2回健康づくり推進本部

事次第

日時 :平成 26年 1月 22日 (水 )

13:30～ 14:30
場所 :専用第 12会議室 (12階 )

.        議事次第    |
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(1)各ワーキングテニムにおける施策の検討状況について

(2)その他の施策の検討状況について

(3)平成25年度における健康づくりの推進に資する広報活動について

第2回「健康づくり推進本部」会議 座席図
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資料 1=2
資料 1-3

資料 1-4
資料 1-5
資料 2

資料む

各ワーキングチームにおける施策の検討状況 (概要)

①『高齢者の介護予防等の推進』

②『生涯現役社会の実現に向けた検討』|

③『地域・職域連携の推進等による特定健診。がん検診の

受診率向上』

④『地域・職域におけるこころの健康づくりの推進』

⑤『医療資源の有効活用に向けた取組の推進』
その他の施策の検討状況      ‐

平成25年度における健康づくりの推進に資する広報活動

健康づくり推進本部の設置について

「国民の健康寿命が延伸する社会」に向けた予防・健康管理に

関する取組の推進

「産業競争力の強化に関する実行計画 (案 )」 及び「成長戦略進

化のための今後の検討方針」(第 12回 日本経済再生本部配付

資料)                        .

政
策
統
括
官

（
社
会
保
障
担
当

）

司
会

（
が
ん
対
策

・
健
康
増
進
課
長

）

医
療
費
適
正
化
対
策
推
進
室
長

(参考資料 1)

(参考資料 2)

(参考資料 3)

田
村
厚
生
労
働
大
臣



中 ｑ ｌ 十 て ヽ ■ １ 卜 肩 計 耳 か

滸 滸 Э 薄 理 丼 灘 （ 館 湘 ）

＝ 爵 ヽ ｏ 楡 〓 コ Ｎ Ｎ □

絣 Ｎ 回 繭 冊 α 〈 ｃ 淋 耐 排 妻



繭 珈 Ｌ Λ Ｏ 淋 蘇 排 薯 ロ ー 十 Ｖ ヽ ¶ ― 卜 両 ０ ５ バ

∬ ― 回 海 鴻 Ｃ Λ ｃ 詳 瀞 排 普 （ 判 爵 圏 捕 ０ コ “ 口 酬 藤 ） 肩 計 尋 か 甜 洲 鮮 覇 叫 沖 ′ 引 爵 じ や ∞ コ ８

口 百 じ 柵 ｃ 計 「 『 回 湘 Э 繭 澪 珊 ♪ 沈 自 書 叫 が 詳 ” 』 百 コ 尋 計 呻 ヨ ・ 誨 冊 叫 幡 言 淵 ■ か 日 苗 Э 詳

い 」 Ｆ 肺 ■ ゛ き 計 漏 回 Ｓ ψ ゛ ′ ＃ 肩 脚 斯 番 肩 響 ｃ 詰 け ふ 叶 触 Ш 百 ０ ワ バ ′ 小 き 州 き Э 川 く ヾ Ш ヾ

π 騰 Ｌ 叶 憚 引 Э ｏ ０ ０ ０ １ 十 ヾ ヽ ホ ー ト 船 畔 剛 ⊂ ′ 中 即 融 淋 ｃ 郊 翠 中 耐 Ｓ バ 叶 計 針 口 い ｏ

盤 繹 輔 囀 珊 識 群

醸 ● ・ 露 簿 【 Э ゝ て ヽ い
，
い ヽ ４ 濤 Ｓ 出 協 肩 お 年 か 躙 耐 Э ヨ 壽

き 鮮 国 ｃ ′ 闘 Ｓ 針 薄 塑 ゆ 満 Ｓ 「 ′ 醸 尊 ・ 澤 苺 声 計 ４ ０ 「 ロ ロ ｅ Ｓ

濤 河 Ｑ 〈 ｃ 難 澪 」 Э 淋 騰 ■ ０
，

べ 嚇 球 。

証 指 謝 卜 柵 時 冊 職 調 」

醸 絣 皿 沐
，

■ お ■ 夕 ↓ 馨 ・ 前 鶏 壽 謝 ０ ■ ―
，

た ― ン き ゛ 導 渦

百 柵 滸 ■ か ゛ 町 ′ 冊 ヽ 事 硫 ■ ― き い 膳 ０ 叶 ↓ 馨 呻 爵 さ 痴 自 ＝

器 鮮 騰 Ｓ ぶ 計 Ｓ Ｓ 騰 購 閥 辞 職 奇 ｕ 貯 館 き 肩 ′ ↓ 畔 呻 ヨ ＝ Ｓ 鉗 漸

Ｎ 計 蒲 自 ＝ 榊 Ｓ 議 勝 ■ ０
，

べ 離 翠 ｏ

〇 肝 耐 調 蒲 詳 肝 ０ 冊 罰 π コ 尋 計 嚇 型

（ 澤 器 路 冊 コ 剪 肇 ・ 喜 珊 岬 耐 コ ユ 澪 彗 ′

訓 繁 岬 法 ゛ Ｓ ｉｌ ｌ ヽ 「 凛 研 ｃ バ 諄 球 ・ 詳 ゆ ヽ き リ コ 語 館 針 ぶ 野

ψ ′ 酎 器 畔 針 さ 館 詳 ” ０ い Ｉ Ｘ Ｏ べ く ヽ マ ヽ Э 眸 首 ゛ ＝ 百 ０
，バ 部 型 ｏ

諄 館 ， 課 撻 Ｓ 丼 た 針 囲 歯 ■ 耽 醐 灘 ｃ べ 「 鷹 糾 ０ 〈 ｃ 汁 十 オ ヾ え １

マ 」 中 せ 枷 番 百 湘 滸 ■ 夕 口 酔 ● ′ 誨 Ｓ 葺 苗 Ｓ 闘 Ｓ 針 淋 針 ＝ ０ 尋

蕗 ・ 露 博 コ （ 誨 Ｓ Ｓ 珊 滸 肝 丼 ウ 牌 針 か 口 壁 口 野 か 珊 醐 Э 部 繁 ′

常 掛 海 鰐 針 法 む 藩 ヾ ０ １ 丼 ３ 冊 滸 針 ヽ ′ 濤 ヾ 概 ０ コ ト 鮮 国 が

に Ｓ Э 絣 澪 哺 百 ０ ワ 【 落 撃 ｏ

日 曖 圏 昭 臓 ｐ 麟 順 郎 臓 Ｃ 』 Ｌ Ｕ 降

％ ヽ ７ か そヽ で ヾ で ヾ せ で 呻 ヾ ぐ ぐ ぜ で ｆ ｆ で ヽ

日 鵬 麒 困 皓 隣 臣 厖 靡 朧 膠 睦 艦 阪 曖 ヒ 旧 日 障

％ ）ヽ ｏ ぞ イ ギ ヾ 呻 ヾ ギ ぐ ヾ ギ ぐ ぐ で ， ギ で ヾ て

ヽ 誤 螺 瞳 聾 謎 囁

ド 絣 厠 辮 和 ０ 回 骨 か 癖 コ 南 林 さ 回 書 即 ヾ ＝ ０ 首 世 鮮 国 が 汁

Ｓ Ｏ 胴 書 ３ 針 絣 滸 百 ０ ５ バ ′ 琲 潜 「 渕 誹 ■ 夕 日 針 膵 薄 理 。

。
目

:言
営
督

一 　 　 　 噛 一 　 　 　 訳 一 け い 　 　 　 輌 中

● . ～ 1 II ¥ で

― ― ― ● 薔 暮 嗜

１ １ １ ０ Ｓ 疇 ” ” ヽ 書 籠 ０ 再 嗜

□ 田 料 蔽 峠 　 　 　 　 　 ■ 珊 ↓ 謬 畔

【 　 　 　 　 　 引 　 　 　 　 　 引

い 　 　 　 　 魯 【 Ｅ 海 】 桐 躊 雄 諄 ｏ

「 囀 湯 Ｎ ■ 口 加 肝 諄 麻 轟 目 ＝ 」

↓
°

↓
°

|↓

°

I喜
意

ン
 

当
罰
 

コ 1

曇
露

冊
 

π

語
誓

] 
]

。
慧

§
目

目
慧

。
ヨ

§
』

§

。
』

=首
● .

卜 費
，
ｔ 諄 賦 諄 試 ぜ

電
|



≦ 「 Ｎ 「 眸 商 調 が 詳 ゆ Ｓ 湘 調 南 コ 専 計 が 型 」 ０ 日 ヽ 叫 月 Ｓ が 響 洋 滞 （ 錯 旧 ）

0 雪i ′
: 
′

eF

′

i: FI 撃【 :] 蔵
I

昔
腱

‖ 掛 0 計 C 計 ′
: 0

Э 詳 巌 ‖ 静 言 "尋 か → 隣 中 ヨ 囀 富 田 ■ ● ‖ 會 0 着 牌 澤 ヽ 墨 →

０ 酎 楡 黎 峠 Ｓ 謝 冊 冊 丼 ′ ｕ ｏ 粛 藤 ＋ ベ ト 判 嘉 コ π 踏 ｃ ′ ｏ ｏ 粛

彗 ＋ 「 【 再 童 膊 響 Ｈ Ｓ 彗 細 （ 囀 秘 “ ∞ 楡 濤 サ ゛ 副 楡 露 畔 鴻 コ

辞 蒲 辞 印 ゝ 麟 酬 き ） ４ 卜 判 π 絆 ● バ お ｃ ′ ｏ ｏ 粛 藤 ＋ ヨ ひ う 鵡

針 硫 ゛ 卜 判 嘉 コ ｏ

Ｏ 酵 捕 黎 峠 Э 灘 冊 軒 弾 再 半 導 言 叫 介 ８ 謝 ヽ 卜 ＝ ＾ 菫 畔 汁 ワ

針 叫 か ＞ 袂 さ ｏ 戯 中 ■ ３ （ ワ い 。

Ｏ 　 軒 撃 畔 ” 暮 Э Ｏ ゛ き ヽ ｏ ま 執 善 憾 鴻 彗
，
Ｓ 邸 営 韓 コ 中 せ ｏ

（ 計 ｃ ′ 常 π ′ ｏ ｏ ｌ ｏ ｏ 糾 Ｓ 剌 黎 畔 Ｓ 嚇 ヨ 蜻 コ 袂 副 つ 。

０ コ 排 調 濶 選 晨 中 撃 叫 榊 ′ ■ 零 畔 Э 謝 凛 南 鮮 ′ 肝 叫 ゝ
，

α

〈 ｃ ● 海 翔 Э 諄 琳 コ ト 絲 回 か 針 鴫 ′ 肝 前 罰 謙 詳 ゆ Ｓ 料 灘 π

コ 尋 バ ′

〇 罰 蔵 庫 弁 硫 鴻 書 ＝ π ” 語 配 眠 儲 腟 Ｆ 卜 勝 ■ ′ 善 爆 洋

蛉 バ 譜 凛 ０ 光 ｕ ヾ で ヽ 凛 彗 ＝ Э い 琳 針 詳 ゆ 即 響 Ｓ 開 鶏

リ コ 譜 針 針 ０ ” ψ 仁 瞳 皿 肝 隣 腱 Ｍ 脳 冒 巳 朧 附 隆 臣 Ｄ 田 箇

ヽ い 酬 ■ 針 ひ π ′ Ⅲ 医 四 Ｌ 口 言 汁 Ｃ バ ι 四 腱 日 ド 麟 睡 駆 ほ 陛 膠

Ｌ Ｌ 瞬 Ｎ ド ＨＩ 卜 Ｎ Ｍ 職 障 Ⅲ ｂ 医 Ⅳ 餞 け 風 巴 圏 Ｆ Ｃ ′

⑩ 」 露 匿 Ｆ ♭ ｂ 世 膠 中 聾 障 障 Ｌ ほ 脳 □ 巨 貯 ド ば 日

鵬 ｒ 回 ＝ κ 断 圏 屁 ６ 脇 麟 卍 Ｆ 麟 置 瞳 円 卜 隣 鳳 朧

目 匝 熙 陸 爵 匡 陛 陪 ｎ 脚 目 斗 か 日 針 ゝ 取 劇 べ い か 。

● ● 薔 一 Ｃ
， ，

口 ● 薔 口 ｒ ｉ 全 菫 レ

ロ ■ こ ７ ● ■ ■ ´
ワ ０ 叫 （ 口 畔 計

，
サ （ ０ ０ 鸞

，
卜 Ｓ ＞ ）

澪 コ 鵬 譲 “̈ 饉 麟 鱚 キ コ 「 遺 Ｅ ヨ ロ Ｈ 」

: 
 F
ニ

 
ニ1

  
二1

  
31
  
:早

■ 軍 ∫ 発 「 襲 拠 蝉 牌 “ 墨 ｒ 恥 お 軍 腱 （ 営 ）（ 暗 ） ８ ” ● 卜 Ｓ 誨 冷 ゛ 詮 僣 卜 ｒ ン コ ＝ （ 口
，

蟷 じ

常 零 尋 韓 ヨ Ｆ ゛ 計 薔 薔 諄 彗

，
Ｓ 喘 首 韓 コ



３・７偽」翼瀬一鵬Ｗ醸鉗慶お醸螺轟識麟【織「襴魔燿■腱期ば日“■ミ健叶」０●ぶｕ腱

郎眸

〓ヽ０昌Ｅｌｌｇ首識露職識緊評劇目種ヨ刊 〓
，

■口．■僣腱^“■口曖饉Ｉ■■●こ〓
，

〓冒ヨ〓

●■■つ■●０ここ３ヨ■９‘●３●Ｐ●●■●３●５“コ２■■●‘“
，

３Ｓ■●』．“〓ｒ一ＯＬ●ヨロＲＩ■
，

■●●．●０

．０■Ｐｅ゛■●〓嗜
，

４『■■●●７１‘ヽ卜●●セ７二■５晉ｒ■●■雪ヨ雪晏颯３年■３３■　̈　　　　　　　　　　　　“̈

。３轟二）Ｄ悧世二雖皿ｅ

回吉Ｋ瑚製響ま鞍ｔ後′）３〇二掛籠眠ｅ籠郷ｅ換０

。０′↓）０姜〉哺策“薇ｅ榊総ⅢＫ′３゛〉哺婆０雨ｅ

榊縣狡）世ヽ経８１８二華′曇）３〇二雌回〓苗博０

。Ю掟二黙“３

単）Ｄ組′世冊颯Ⅸｅ榊部邸経ｅ饉雌椰田輝′製椰

。●′一）０●判案挙二単二凛い↓榊饉雌ｅ饉雌榊

眠経ｅ翠′壼掛週Ⅸｅ榊＝邸蝉ｂ燃榊饉雌経ｅ壼く

む“撃二♯′Ｐ３〇二掛颯Ⅸ総魃艘華ｅ饉ぶ榊眠蝉０

。臨彎策劇日０暉３麟〓辟製響ｅ製Ⅸ世Ｅｅ籠郷ｔ策却籠鋼製輩′口椰却却●専３騒二眠夜撫墾

蟷翠饉雌曇撃出回〇′樹鞍撫椰部轟饉雌撫眠挙〇′檬狡榊饉雌経しくむ憫撃○′ν３０■籠望投輩Ｊ一♯０

。＝劇築判日Ю申掏＝Ｅ掏冊総駆ｅ冊総郷く策・総翠投華ｅＳ製ヾ卜国製

掏ヽＫヽ̈せ卜悩Ｊ一Ｓ製Ю卜製Ⅸ二鰍露掏憎夜製Ｄ使二ヽКいぶ綸）盤中環状世Ｋ瑚ｅ眠狡爆駆脚腱期０

（Ⅲ雲）瞑≦紀郷ｅｐ悩展日ｅ「＝恒絆総削ｅ籠郷く粂・総製製弊Юち里帥型報ｅ郭珊葺饉・ゴ碧」ｍ卜〓

ｕｔむ０撃●

暉■●●●

コＯ中ロ

暉口〓晨卜●

義Ｈ＝嘔口●●●ロ

亀颯業撃ｅ
，

『Ｖ３０■颯“掟“ｅ絆彙鋼囃製３・樹摯嶺軍製〓」０●ぶｕ饉

≒ヽ亀ヽ亀亀ちヒ

目口劇副コ劉団劇日劇鋼日コ慟測目覇鯛ヨロコ

替
螢

晉
尊

間
番

耐颯Ю卜颯望ヽ〉やらく伸

胡′Ｒ準“＃ｅ椰輩掟製Ｄ

崚ユ×―＝ｅ讐ヨ′製ｅ中・
翻

曖トトでハい雫撃拠颯Ⅸ肛

川ｅ廿κコートｕ喘′゛ヤ

嘔Ю卜夜ユ炒榊編担へ糾・

国側劇酬◎

。Ю卜緊Ⅸ掏

Ｌ「゛倒ｅ晨嗅Ю策やＯｐ

口ぶ〉や壼撃０３■仙ｕｅ゛

皿′゙婆や障枷く事ｅ製―

０“里静●史卜、トハい■撃

，
ポ↓゛製げ製川判揃′一榊

二）ｏ戯や薇尊）■ｅ瘍単

鉢ヨＪＲ＝や鑑掟書票鎌０

颯Ｒｅ誌早苺Ｅ

“織Ю卜題里員苺瘍単・ぶ経ｅ撫綸撻・

＝＝回０
，

コＩＪ僣ヽ颯ｅ響■ぶ櫻

ｅｔｃ椰編櫨型眠悩出伸КＩ＝鱗ヨ・

むヤ華晨

ｅ晨出型Ｄ口櫻囲期
，

料晉編僣ｅで

静榊編担輝颯暉馬ュ枠増凛ｅｌ卜”や・

国側轟目Ｃ

。一ｔＷＤ贅準

ｅく静晨腱“＃
，

ぶ根Ю卜馴絆集榊

名担メＯＬ掏計ヽハトヽレｅＸＩ＝野

雲゛や測叶む嗽型×――ｌｅ静椰翡に♀

ヨ積ｅ準奪ぶ郷ｅ撫輩撻′Ｄ奪口却攣

□嗜題卓早錮曝督ヨ■雄田蟷題ぶ編

‐ メ一●■や卜ヽ■，Ｉ↑督Ю尋゛爬やヽ

３鳥゛疇やヽ釈恨′〉喘築部諄颯繊０

釧国酬翻０

（報檸轟咄０ヽな

二量□Ｅ嘔）Ｆ椰■・Ｌ↑僣′藍燦瘤轟

倒樹目冊０

饉量襲↑ｅｐ饉綱翠駆”単・

翠歴ｅミー゛КＩントミ択
，

日

継鵬Ｅ型コく興神ＪＥ＝♀避輝゛卜檬■器０，

ぶ暉ｅ警ｅ晨腱

Ｓでヽ―ミヽ自爬嘔に収ＤＥ雇卿麟増ｅ鵜ぐ・

翠困ｅ憫撃μ叫贈♀↑母ｅヽ―ミヽ日中ば儡

Ю卜家里報畑′饉雄ｎ典は卜・トトで【い姜型Ｄ

眠史掏ヽ●督‘卜、いハい終
，

Ｅ綸∝３ｅ機０・

颯跳ｅｌト

”ギ♀摯臨副饉準Ｅ報Ｏｅｎ爬卜、いヽい■・

ヨ國コ０

。Ю卜悩饉掏遷輌員幕ｅ‘糠●爬ば

卜・トトマ〔い■ｒ長年彗颯′′ＯＬやむ長和重せ

週暉澤Ｄ夜二訃報劇０（静出饉憫Ｈ恒）雄口撫

響′Ｄ蟷口測崚嘔颯ホ
，

喧鍮曖田Ｈ恒′いヽЮ和

）ミも二Ｅ早欅０長彙Ｅ二十●嶼ば卜・卜ヽ―ト

ハい半′）６“二繁ヨヽ中輩撻静椰饉颯叶製

側国報翻Ｑ

（Ｆ組出掏

量―世区綸畑ｅ群丼）停ヽ■′Ｅ゛督′蟹撻錮綸

‥
じ二）

Ｃ判掏暉麟型士恒二縣Ⅸｅ瘍繹郎麻嶼期ｅ部ぐ′ＤＥ駐伸躙眺
，

畔怪ｅ群棒ＯｏＤ螂回測量猥皿製駅′世回Ｏ

パ投勲掏起騨腟択８Ｐ回畑饉量興皿製Ⅲ）Юト

測ｅや０こ掏郵型Ｌ伸軍築喧縮翠躍判眠縮回釈′世）ｏ型訓〓製器′Ｄ眠瞑枷冊椰ｅ眠ｏ腱＝′壼曇興皿個Ⅸ０

。や卜俎繋押報＝認騒Ｅミト中ｅ卜ヽィ一選量―）ゴ率錮く眠暉や′眠投鵬器番′嘔網緊・“＃０





。３●３ν姜ｍ却壌崚密薇畔０５口′卜゛“Ｐ尋和軍国ユ金＋策巌悛な

′゙Ｐ“暉製０晏０曖築やヽＫいヽくКミ‘ミ熟ハヽＰ●口螢灘黒即０・

。長３゛世Ｐ陣●集測ＩＪ

ｙ一Ｖ⊃ボ襲）雌劇＝翠′〉苺世ＶｅЮ製゛却）Ｄ却選狡頂饉彙準二斗

′Ｃ型Ю黒゛ぺや測Ю掟里喘橿■目Ｅ準＃姜ヽ華掏゛田肛檬燿′躙Ｅ

興＝憮響′国Ｅ悩饉′躙肛選】●“押賦爆軽量彎‘壼里国椰ｅＯ↑

。長二や世ｐ蹴劇集

却同゛ヽ崚夜里Ｓ燿′⊃叫駅霧叶却撫囁鞍翠Ⅸ二超輩＝薇軍Ю卜率Ⅸ

′０■３Ｄ無壼Ｎ同ЮＣ係や騒摂゛皿く姜却ЮＯＬ駆やКミぐミ尋ハス・

。出憑婆な郷ｅ檻択ｅＳ型卜撃伸早麟苺避邸椰里雄喪側０

。Ю二）３０゛驚集寝“璽饉ｅ眠密Кミ‘ミもハヽＰ３絆二野ヨ中・

。在郷お

↑理ｅ尽棒専麟ヾ‘）０颯＝る輩黎硼♀和督Ｓ麟Ｌ０

。最興Ｖ３０■眠理ｅい―卜性出ｅ戻督製Ｏ

。も撃騨撃′Ｄお金

・颯摯や目踏量理ｅ墨野コぶ“里静も―トエヽギ３０

お簿ｅ

暉麟゛卜↑霧や静口撻騒軍ｅ〓む悟幸付奪ヽ、Ｈト

Ｋヽ工Ｋや暉に′や奉里倅腱ｅホ綸Ⅸｅ畿撃製諄ｏ

颯翠掏暖限ｅ礫棒颯翠率瓢督●・警調０

●“Ｓ選択郵口ｅ型諄彙〓

却静薄側・確麒―）Ｄ題ユ豪鍮ｅ椰ｅ３暉爆ｏいｏ

●郷伸

ＮＩ
Ｊいに押準僣Ю卜圏旦κミぐ０（ヽハヽこ嗜灘繹椰中０

在郷伸↑撻・凛野Ｓ軍檸虫田饉０当里筆□凛ぐ択製○

侵輩）世綸爆専翠摯枷量ユＮ”や燎〓籠編口く．＝目や●一一〓颯

くＲ０

くＲ“

くｋＮ

くＲｍ

く沢●

くＲｎ

くＲり

¨̈¨̈“̈『

くＲ０

くＲ”

くＲＮ

くＲｍ

く崚●

く燿ｎ

くＲ一

Ｓ
８

０
８望∝”∽弱

螂いない

レ
ι

¨

６
９

”

いい

¨̈¨̈６̈”Ｓ『

。Ю３ν£錮鶯“郷νコ却樹鞍翼むこ里暉Ⅸｅ憫＃‘縣関期′燿トロ↑ヤ３総里ＬＰＳ早′世ν３０里巌鞍製●却縣鞍中曇将薔恒※

。お郷和屋輌ぶＳ●′い瑠゛口騰９↓判０́“「ぼ椰■０■巾薔密騒悩′策ЮＳＰ剛彎壼壼Ｈ゛）３０コ細“ｅ揮ν仁ホＯＳ側颯側※

回ぐ′策０■ツ国議■和Ｋ世覇ⅨＳ‘榊Ю二νＤ魯製量里ツト※

困躙劉測珊図引劃劇創０ヨ淵樹副司「烈潤劇珊∃酬▽

国剛到ｄ到Ｎ∃翻目■劇覇劇調ｇ翻捌ヨ朝

。く■●世ツ陣懺婆Ｄ撃ｅＳ型●製い麟二Ｅ

早椰二簑女κミ‘ミもハヽｅ榊眠翠集榊蝋椰・

■■日Ю卜盤中掏駆κКミ‘ミ熟ハス′゙輩枷和

い職ｅｖ３ｏ二κミ‘ミもハヽ築く苺榊颯ぶ・

。俸■勲＝摯ＳＳ、Ｈ卜Ｋ全‘ヽ智暉枢里饉や卜や日掏熱塾Ⅸｅ色攀似奪ｏ

。な椰や判口Ю■燎瞑ＰＤ狡口一中颯釈ν３〇二日腱騒署♀ヽ、ＨホＫヽユκ０

．むｔ峰暮里椰礫停

枷響凛ｅ静睾選目ｅ■日岬卜密２椰製コＷヨ■，ＳヽＨホκΔユκｅ椰暉釈Ｏ

櫨酪邁鶉識渾潔繋墨瑞時剛譴

．■択ｅ率Ⅸヘポｅで■卜、もκ導雌薇欄。中姜■０

り。た礫や静聯撃ユヽやヽ築椰饉雌。お
。な椰やＮけでヽさ暉澤撃で中景棒

在郷型や£“ユ坦まｅ黙やミや勢諄・雪製Ｏ

輛ヽ「爆鞍趣卜牒いい」０

。収Ｄ判則Ｉ
Ｊや卜編饉や暴鞍ユ判ｌ
Ｊ

上、トーもＣＦ黒可′３紀νＤ民型〉和＜晏覇榊硬ｅ

翠嶺ｅ■●猥００・

翠ヽ，坦駅ｅ蒙叶導・

‐
′一輩０

．塩平却田鮨枷てい編薇）ヒ５訓′３掟築誕輩翠ｏ′０測

闘苺策螂型‘恒埋ｅツ踵山積・

３卜
，

モＤＯ二便轟い一́却盤卜・

員響〉和Ｋ策橿榊硬叶Ｈ・

．′世「慄い０」やＰ■ｅｍ壕葦蠣ｏ

（鵬轟）瞑郵紀郷ｅｐ悩具日ｅ「製報ｅｓＶつ饉鯉ＯЮ日日Юむ鵜里葺彗。葺ヨ」寸卜３



Ｅ 『 ｕ 「 爾 潮 暉 苅 Ｓ 樹 響 凛 コ 両 コ 尋 計 翅 蘭 ０ 群 濤 」 ０ 日 ヽ 叫 パ ０ 薄 躍 労 油 （ 整 田 ）

０ 藤 凛 開 梱 枷 Ｓ 書 陣 ヾ Ｈ Ч 再 導 Ｈ π 基 首 ｃ ハ ｃ ′ 夕 ひ Ｓ

ｅ ′ 回 鶏 菌 ３ ８ ｂ 叫 ４ ■ ８ ８ ヽ 卜 （ 蠍 赫 菫 》 壁 丼 叫 識

〓 叶 ひ 針^ い ｏ

Ｏ 申 回 針 Ｓ 澪 競 π 計
，

べ ひ ′ 勝 湘 翻 掛 和 Ｓ 略 澪 漱 詳 ざ

バ
，

゛
，

弟 詢 ｏ

ｏ ｍ 岬 π ” ０ （ 葬 ′ 「 彗 湘 法 針 か ロ ト ■ 翻 彗 富 針 ０ べ 昇

「 個 選 眸 π 卜 か 和 口 痴 日 畿 十 ゆ 【 絣 か ロ ト ０ コ 瞥 薄 熙 」

藝 法 藤 激 開 樹 和 Э 自 ヨ 南 酪 π 計 計 ｃ ● 刑 ・

騨 ｕ 回 Ｏ ψ Ｈ
，

ｃ て ゛ 爾 ＝ 部 Ψ Ｈ Ｎ Ｏ 詳 蒻 針 皿 菫
′

― ● ― 面 薔 菫 　 １ ７ ， 獣 議 繭

” ● ・Ｑ 潔 〕 〕 輌 』 壺 い
ぃ 。 」 一パ ド ヽ ヽ

い ∞ ・ Ｎ 崚 Ｔ Ｎ Ｏ ・ Ｎ 〕 一
Ｎ Ｎ 」 ▼ Ж ）

〓 卜 ヽ ・ ● 　 〓 い ０
・
● 　 工 Ｎ 卜

・ ０ 　 工 Ｎ ω
・ ０ 　 〓 Ｎ ｕ
・
●

い ０ ０ ・ ０ メ

（ ８ ｂ Ｓ

一８ ｂ ポ

８ ・ ０ ま

８ ・ ０ メ

● ・ ０ ボ

Ａ 静 寄 ３ 針 月 酪 丼 鮒 Ｖ

Ｏ 鴨 卜 凛 導 台 バ 再 ′ 囀 秘 圏 楡 ヽ コ π 「 藤 融 厠 器 和 Ｓ

叫 ０ 針 か 癖 コ 南 濤 Ｓ 計 ３ Ｓ ロ ー ■ ４ ヾ ヽ 」 戯 澪 語 ・ ≫ 剛

Ｃ 汁 ト ロ ゛ （ Ｓ ｃ ′ 口 計 π 静 ｏ バ 離 翠 鮮 濤 ３ か 。

Ｏ ロ ｌ τ 烈 く ヽ 一 ｆｌ 騰 ０ 叶 ′ 勝 絣 開 欄 帥 π 田 ■ か ヽ 「 Ｓ

ゆ 蝙 Ｌ 肛 夕 ● コ 漱 出 議 ｃ バ 諄 ” 番 ・ 卜 書 ３ ■ 燿 講 中

和 口 声 ４ ■ か 粛 薔 諄 Ｓ 認 抑 （ 開 器 ０ 和 コ ）

〓 書 蒲 繁 ０ 掛 博 （ 団 澤 コ ）

癖 コ 蒲 滸 肩 縞 ゛ 轟 諄 麟 壽 （ 園 澤 コ ′ 珊 濶 ゆ 和 コ ′ 痴 澤 コ ）

開 藩 痴 澤 〓 熙 卜 ０ ■ ● （ 猜 椰 コ ）

コ １ ７ ● く ヽ ９ 辮 誹 洋 籠 Э 市 ＝ ヽ ｃ Ｖ ヽ （ 闘 澤 コ ）

Ａ 口 聞 Э 督 曽 丼 籠 Ｖ

【 謝 ＝ 書 潜 π 計 ４ か 燿 饉 】

０ ロ ト ■ ４ く ヽ ■ 騰 ０ 叫 守 書 ＝ 辮 Ｓ 潜 詳 中 国 か ヽ 卜 ひ

一 μ ロ ー ■ 料 ヾ Ц 郊 目 瑯 聟 ＝ 榊 Ｆ 計
，

パ 申 Ｈ
，

ｃ ヾ ヽ 膵

命 ワ ′ 小 ０ 齢 湘 中 諄 叫 Ｎ 鞣 潮 針 南 濤 絆 中 闘 回 出 ヨ

斗 か 。

【 ＝ 宙 戯 腑 畔 ＝ π 計 尋 ０ 日 雷 】

０ 藤 融 冊 激 和
，
Ｓ 口 滞 沖 漱 ＝ 辮 言 詳 け ” ０ ′ 燎 引 Э

覇 肩 着 難 研 き べ す ０ 藤 凛 田 辮 和 ０ 器 自 ０ 響 祉

靡 踏 鶯 鶴 和 （ 藤 融 闘 漏 枷 ０
，

か 冷 静 爾 驀 和 ） Ｓ 藤 辞 田 濃 和

０ ＝ 書 粗 も 機 再 ゆ 暮 【 Ｎ ｌ ω ま 前 濤 【 針 ｃ ′

楡 零 聖 （ コ か 館 ′ ８ 鮮 丼 郡 針 ３ 謝 ゞ 卜 Э ＝ 書

粗 Ｓ 冊 怯 常 肩 コ
，

菫 コ π 針 か ｏ

↓ 】 Ｑ 思 Ｔ 諄 コ ｃ 計 痴 膚 書 曇 ♯ Ｓ 燿 首 膵 出 Ｇ バ

翻 潜 澪 Ｓ 闘 Ｈ 書 ■ ０ 針 ■ か ｏ
自 薔 抑 霧 宙 ” 出 ” ゆ 「 瀾 澪 ● ＝

言 ” ■ い ヽ に ヽ ア ゆ 鮪 π 口 ■ ０ ■

掛 車 凝 」 Ｆ ｕ ８ ） 嗜 麟 「 書 聾

＝ 蓼 湮 Ｓ ＝ 麟 輝 蒻 擬 Э 壼 ”

８ ” 丼 濃 い
，
じ 薔 Ｎ ？ 導 ● ８ ， ８ ● ８ 〓 り 番 ８ 品 り 書 ３ 虫 番 ｏ い 書

，
卜 　 ゆ 書

〇 一昇 漏 Э 「 悌 ⇒ 爆 轟 排 書 Ｆ お ■ か 嚇 翠 丼 洒 ゛ 課 外 Ｎ ０ ０ ′ Ｈ 耐 剛 言 牌 ０ 合 Ｑ 「 き π 調 ■ か 中 響 苗 中 勝 ３ バ ワ 介

０ 囀 濤 ８ 楡 河 呻 料 掛 Э 浮 冊 ＝ 中 粗 尋 ′ 胸 書 ３ 一 口 再 ′ ゞ 引 Ｓ 肝 お ｃ 凛 辮 畔 Ｌ Ｌ 口 【 き へ き 敬 朋 針 燿 論 ゛ 勝 ３ か

ｒｌ ト ロ ” ｃ ′ 開 藩 蹴 鮒 中 針 螢 訥 調 σ ′ 翻 潜 澤 ０ 麟 Ｈ さ 中 国 ０ （ ワ 全

０ 蒲 薄 畔 π 田 叫 か 燿 酪 （ 蒲 澤 コ ） Ｏ ｍ 臓 麟 田 市 田 嗜 か 目 出 （ ｍ 日 コ ） Ｏ Ｐ Ｆ 陶 ヒ 鳳 旺 熙 脂 躊

て 汁 ヽ Ｔ 廊 Ｓ ■ 出 翡 咄 ― 筍 ＞ ！ Ｎ Ｓ

諄 澪 押 ヽ ヽ き 鮮 諄 コ ｒ 計 ｒ ＝ 書 ・ 縮 回

凛 Ｓ 畔 澤 ヽ ＝ 蒔 洋 器 雌 ■
，
０ 群 コ

書 薔 ＝ 滑 膵 「 Ｐ
口 ” 日 ● 蛉 　 　 “ コ ” 中

可 ′ 蘇 宦 ▼ 嘲

い 霞

６ ↓ ゛ 椰 コ ｃ 汁 諄 澪 田 薔 〓 書
，

く ７ ロ ー

゛ ０ ■ 器 鮮 国 か 計 ３ ０ ＝ 勲 鮮 甫 ｕ 。

壼 中 Ｓ 激 壼 ロ コ 開 鮮 請 ■ ８ π ′ サ ０ 日

Ｓ π 疇 欄 ｃ ‘ ■ 〈 斗 ０ 博 宙 ０ １ 轟 ” ｃ バ ′

計 着 ＝ 粛 ０ ■ 中 き 鮮 南 格 嗜 か ｏ

剰 聰



0管
8ヨ

営
首

言
書

蒲 瓢 じ Λ ６ 淋 麻 ＞ 彗 　 咽 ― ＃ Ｖ ｔ ¶ ― ト ト

『 酬 難 畔 Э ⇒ 酬 中 ヨ 珊 Э 淋 鱗 』

Э 臼 さ 叫 【 Ｓ 薄 理 解 当 叫 針 Ｓ

滸 椰 ゆ 嵐 ヨ Ｓ 事 滑 謳 疇 授 （ ＞ 口 ８ Ｍ 球 ）

【 聾 海 】 襴 絆 雄 壼 ０ 「 ” 麟 〓 ＝ 」

。
営
83
8:
首

■ 撃 Ｆ 書

■ 〓 彗 ” 颯 革 彗 Э 喜 ■ 　 、 ８

□ □ 剛 円 国 ８
史 ８

安 ８
Ａ ８

Ｎ ８

囲 昇 コ 蒲 瓢 珈 　 開 瀾 が 部 ｍ

鍛 蒲 ｍ 　 蒲 澤 Ш

捕 器 辞 簿 ヨ 澤 辮 薔 （ ＞ 灘 Ｘ ン ロ い ０ 司 球 ）

3 疇 燎 ト ● ０ 鷺
，

卜 　 　 　 ヽ ０ 眸 ロ ト

【 臓 わ 】 襴 Ｆ 雄 コ 吟 「 ● 麟 ヨ ■ 』 い

。
営
言
目
言

:営
33

嘘 】 ５．
９ ¨ ］ ¨ ］ ¨ ］

引 ユ 雨 ０ 輸 出 コ Ｎ Ｎ 田

嘘 ‐̈
４

６”
。 ］ ］̈ 中̈ ］̈ ¨ ¨ ¨̈ ¨̈



】∞．一一

摯０．一一

（日＝Ｎ悩辟）雌回〓昔悟

（日十ヽ悩眸）０口贅Ｈ薇田和翡櫨軍螂

鴨“増獣ｅ繊静摯Ｅ縄ｅ‘榊繊瞑回暉・早＝

てＥ饉豪Ｌ中鑑撻ｂ裏弱饉雌贅攀区日曜饉撃゛嘔義樹趾【毬ヨ】

「喘彗襴■贅“０トロニ誉撃Ｓ椰綸恒側半９怪庁」黎菫仁【暉ヨ】

望蟄９一Ｈ　　　　　一公９０　　　　　
，

奮望Ｗ　　　　　
，

Ａ）卜　　　　　
，

贄】り　　　　　¨い０い　　　　　
，

お】マ　　　　　さ̈０い

３や３ツＤ眠７●

回騒二十●

●回”里エロ

尋回い、一里電●

●回”里甲ロ

ｕ回い、Ｎ里口●

●回“ご里ロロ

ロ０■

国議ョｇ倒劃週画

（等製↓ヽ■ｏ∞

，
こ曇０トーゆト

〓^こ壺せト１０ト

〔ｎ卜一）”凛００１ゆ０

●お一曇゛０１ｏｏ

（８８個０いをゆゆ

（Ｒ鷹）暴鍵

掟Ⅸ

濾
書

二
S

E締駆
絆

К
‖

き
:

甍
最

:‖晨
担

:§:書
せ

=

OO

櫂

留臓日１０１

籠量Ｓ鋼華ｂ晨日籠０中―●―

■１１１１

でぐボ中心事を寸ぐξ■．ヽゼヾち
員

§
目

§
§

員
。

「襴■中０」゛軍ぶｕ餞【颯ヨ】「＝駆中●」尊重ぶ翻螢【毬電】

「＝口巾０」●●ぶ研饉【蘇ヨ】

爵
ロ

ヨ
ロ

晏
・

。や二νＤ員製二蒙縞恒霧郵策冊駆酬盤くｅホ中′３鵜ＰＤ員

製二雄二輩ミ゛桑霧構却薇掛憮駅米重ｅ爛燎題ｂ属伸世彗＃′世）３０ユ締薇部ｅ饉凛“岬ｂ氣隠響車根０

。０一́）Ｄ員響二蒙編恒蒙部世掛駆獣盤く′Ｄ員■３壮二翡員゛く

蒙叶翠策掛凛駆米薫ｅ順爆蜘目理ズ〉饉中ｅ゛ｅ翠出目恒）眼螺●′硬撲坦日目に′世）３０二薇墨照賄麟贈Ｏ
§

§
員

§
目

§
§

員
°

ｒ心■事■夕や‘考

員
員

目
目

晏
°



Ｏ ⇒ 閾 癒 藩 Ｓ 粗 総 鵬 ７ 躙 柵 岬 麟 丼 ′ Ы 糾 中 靡 咄 か 瞳 置 ヨ Γ バ ” Ｆ 諧 満 叶 麟 昇 ０ １ Ｎ 鸞 Ｓ 畔 館 澪 薄 ｒ バ 番 劇 辞 ι 嗜 ０ パ ワ か ｏ

Ｏ ⇒ 閾 戦 鞣 鼎 卜 針 ｏ 汁 ＝ 針 前 ロ ベ 葬 ′ 別 ⇒ 鱗 畔 ４ 再 「 霞 目 嗜 滸 ｍ （ 熙 帯 書 ご 漱 伸 ひ い 介 沿 ワ ベ 「 職 苫 許 」 針 針 ０ べ 計

ｃ ′ 湘 料 蔀 畔 ｄ 再 ′ 「 圏 ヨ 濡 醸 」 硫 伸 よ い 〈 針 ０ べ ｃ ′ か ｏ

累
娯

晏
綬

累
妥

」 Ｅ 旧 Ｆ 口 じ は Ｐ 臨 』 田 闊 面 口 口 日 国 □ □ 口 「 　 　 姜 椰 じ ・ 〓 、 ● 暉 ゆ

eミ
曽

ξ
ξ

ξ
ξ

ミ
ξ
t,

Ｌ 団 口 餞 日 殿 朦

.薔
営

:§
暮

目
言

憲
=

ヽ
ミ

” ン̈ ロ ● ・ ● ● ０ お 〓 ● 『 囀 椰 諄
，

● コ 一 ０ 口 針 き 〓
，

コ ｎ ） ＞ 口 ご 壁 Ｅ ３ Ｃ ｒ

酬 撃 畔 Э 囲 潮 Э 即 潮 高 コ ・ ⇒ 酬 蒲 弼 Э 顧 お 弟 濁 ＝ 船 躍 叫 沖 か 針 ′ 脚 満 ・ 猫 回 躙 蓼 ＝ 百

４ ｃ ′ 闘 日 針 即 鰐 船 市 叫 時 時 ひ π ′ 湾 引 Э 野 ψ 針 響 論 Э 淋 酪 沈 ゛ 朋 【 尋 針 ワ サ 。

Ｄ Ｆ 肝 訥 舶 騰 螺 ぼ Ｒ 鵬 同 脇 肥 腱 Ｆ 出 日

爺 轟 器 洲 Э 滸 則 ０ 享 淋 即 藩 冊 再 芹 書 壁 サ ゛ 営 撃 肩 キ
，

赫 ヨ ｃ ´ ン 罰 即 潮 冊 肩 ０ ワ ハ 再

ぶ 還 酬 雰 当 面 雌 ヨ ■ か 応 コ

到 計 ｍ 蒔 淋 弧 母 に ｏ ） ゝ ヽ 中 置 沖 バ ラ 計 母 吻 ′ ぶ 避 訓 零 遺 肩 ぷ Ｓ ） ゝ ヽ 現 翔 計

日 ＝ じ 峠 ン ド 線 雌 剛 浦 抑 騎 帆 耐 勁 い ０ 嘲 面 間 「 続 い 出 に い 沖 酬 い 「 畔 『 獅 間 ｙ 群 柑 磯 一 ′

肝 郵 曜 満 漸 ０ 回 許 お 申 諄 ゛ 鱗 も い “ 館 沈 敬 刈 （ 再 母 τ サ 。

研 諄 壽 珊 澤 ｑ 囲 醤 許 Э 享 井 潮 潮 冊 執 洋 捕 遇 サ ゛ ヨ 黎 百 字 ワ 赫 営 ｃ ′ 訓 零 避 肩 お τ バ 呻

革 Э ン 配 粗 舟 樹 軌 雌 ヨ 叫 ぶ 高 コ

日 Ｊ 綿 躙 説 お 騨 顎 艶 冬 ¨̈ 湮 岬 鯛 酬 落 師 際 蘇 顎 獅 ガ

ｐ 』 膝 腕 陣 隆 職 艦 齢 睦 懸 目

叫 黎 壼 肩 躙 鶏 冊 軌 酬 ワ 滸 熙 耽 ′ ⇒ 酬 沈 敬 珊 時 針 ｏ 汁 ＝ 針 鼎 囲 時 ｒ 【 ひ 卜 蒔 百 計 枕 か 嘉 コ 。

磁 罰 鶉 米 ０ 淋 弧 を 導 呻 挙 ヽ ０ 淋 弧 鮮 課 前 ｃ ′ ぷ ざ 百 ” ｓ ↓ 酬 悦 ヽ 旧 館 研 ざ い 汗

日 轟 瀞 譴 絆 誇 ∬ 鎖 牌 滞 碍 輪 騨 翻 酬 締 騨 騨 朧 騨 哭 諜

９ヽ ′ ０



Ｃ翠Ｈ涸製つ鯛押帥辮理肛維ＯζやＯ計画熙暖き′照郭郎刺′総ⅨＯ肛薄憮図Ｏ熱椰Ａ

´

確郷ミ■姜和）後（瓢早掏撫■姜和

）颯卑築鞭冬撻型〉姜´眠要Ｃ城午‘Ｏ滞ぐ・集図・総選′い暖理伸ｍ∩】′理ぺ尽）

暖牌Ｏ轟撃計ｍ∩】′里よいＬ掏興麟ЮЪ姜０２邸枢姜陣ヽ′‘ｔ伸計咽翠Ｑ撫鐙

延ｓｐ月づ医Ｏ郷ヨ′０後姜韓勲Ｒ緊´星計Щ螂期ピヤトヽ卜ヽ卜条Ｏ郷製条〓旨讐Ａ

翠円涸ｅ榊籠嘱回緊・椰側却緊Ⅸ霧畔・賦嗽蒙叶ｅ椰鍛恒ひやＩ
Ｊつ歴製Ｄ暖瞑や静ｍａＶＯ

。Ю卜確郷´）‘ＯＬКＨ姜（塙和期

後製駅報柿里Ｅ味森。Ｅ辮塚′純姜Ю卜沢駅掏採椰撃き）Ｄ眠牌伸黙Ｃ業椰盤卜欄ξ　※

料響Ｏ凛麟ЮЪ姜Ｏせ粟麟Ｃ盤中網ξう峻里陣ヽ′星´却利心に伸埜条和国Ｃｅ

製卜恒賦勲駆帥申期′むＥ２計螂回・北業Ｃ翌薄最朧ヤ翌墾掘躙ｓ卿ｓ蝉伸牌Ｊ無皿Ａ

判翠Ｏ漱

椰撃吐ｏｅ叔Ю卜趣卜瀬翠環側′ＯＯハ黙刑利肛総憮幽′純姜卜撃伸総Ⅸ姜罫涸ｓ『

２利用いこ掏鰍Ｓ総Ⅸ′）■０世順緊響園Ｏ螺鄭胸牌ＪＯ勾姜順繋翠Щ僣恒ヤ黎咲繋Ａ

Ｄ回頭Ｃ計皿椰総製製ぺ椰轡

伸計拠細Ｏ吠最選朴在分製ｐＯ躙里罫壇掏颯早Ｏ地冬製ぺ椰迎掏坦奪Ｏへ檸Ｃ撫輩柾Ａ

颯Ⅲｅ器掛理唯製べ悩譜勲坦輩ｅ撫襲柾○

。ヾ長゛ぺや後判ＩＪЮ卜躙報掏票麟

縁いヽｅ卜ヽ′壺ぺ尽〆Ｒ噸Ｃ婆躙独Юぺ悩型枷畔螺ｅ中。いＬ掏流郷）■０里択卦椰ｅ辟理型雌

・籠型ｅ榊襲恒゛後轡榊諄や叫爬ｅ憮Ｅ冊′ｃ製Ю卜判器椰撃雌・総製製沢部蟄掏翠輩ｅ榊載値

Ｍ到ｑ馴洲冊馴咽

。３苺３）ミ杓里響罫後製像昴Ｓｅミやミ中や⊃卜麹′⊃£）ｅ＋降後

郭側ｅ冊椰盤中柵ぐЮむ総里側平饉雌湘ぐ却肺報椰製唯Ю卜製Ⅲ後榊饉雌憮Ш

∧郷型ｅ冊ぐ測憮Ш∨

。３゛壼ｐｅ＋ｐ⊃卜麹築（知゛■昴ｅ姿ｅ３咽゛峰喘）騨麟卜撃

やミ偽ぐ翠♀綴腱′量ｐ椰ミＩ
Ｊ′３■）゛築⊃暉里雄需椰回翠継製⊃却ΞШ押判日Юト

脚督押器韓彎●〆ＲЮ総ｐ陣側集判同Юむ晏榊暉〉↓Ｋハいて里鵬鵬ｅ慕や長中ｅ日択

●」■面興」Ｌ継墾齋●」′）眠悩甜掏便剛ｅハΠハーい一ヽコく⊃′壼ν⊃夜里撫錫傾

∧）３０里盤卜柵ぐ∨

。二゛壼ｐｅ＋や

⊃卜ヽメＲむ長榊暉Ю卜鞍里総眠円掴Ｃイ榊編値Ю卜員型集籠Ⅸ憮Ш３辻里鮨員○

。３苺）粂゛罫築坦恒

択●Ｅ雄叫ｅ器冊翠雌ｅ撫翡傾♀】仁択ｅ暉轟ｅ饉ヽ薇叶蝉Ю卜鞍里躙騰怪型Ю

む紀里緊纏恒Ｃ薫ヽ爆駆帥興川〆ＲЮ３）慕抱颯Ⅸ集冊冊型雌Ю鶴里締“側籍恒′Ю

卜鞍里撫翡担緊巡′♀珊翠撃難・総理製♯Ю卜鞍里榊翡恒騒標′壼）Ｄ鞍里和転担Ｏ

・　　　　　　∧）一́０里器冊撃雌∨

・　　　　　　　　　。３゛３）ミ掏旦世罫集択ひ憚ｅ郭製′⊃掟ｐｅ十降築椰イｅ躙騰

′後Ю掟築臨ヽｙ一）Ｓ判押軍麟製り使里転せ′世ヽ野＃蝉量́）３０旦眠翠ｅ薇鮨傾



蒲 珈 じ Λ ６ 淋 耐 排 鴨 　 ｑ ｌ ＃ Ｖ ヽ ¶ ― 卜 ヽ

『 眸 商 酬 爺 詳 ” Э 湘

Э 臼 ざ 叫 パ Ｓ が

〓 ↓ ‥ 鵠 ２ ３ 鸞

ユ ７ ８ １ ８ 書

１ ７ ３ １ ３ 薔

↓ ↑ ざ 薔 菫 ト

０ 　 　 い Ｏ 　 Ｎ Ｏ 　 　 い ０ 　 ●^ ０ 　 い ０ 　 ０ 〇 　 一 ０ 　 ∞ ●

鴻 筆 田 ヨ ¨ 湯 醸 司 「 酎 辱 畔 Ｓ 諄 館 詳 ゆ
，
Ｓ 中 営 薔 コ ■ ゛ 眸 薔 薔 麟 」

（ 解 ） ＾ 二 露 洋 庁 Ｓ 洵 汁 や 凛 ” ” ｃ 汁 ■ ＝ （ ７ ｔ も じ

調 両 コ 耳 討 薄 理 』

理 対 当 冊 針 Ｓ

罪 冊 路 Ｈ ｍ 酬 黎 ・ 面 珊 岬 潮 油 ≧ 滸 襄

詳 ” ｏ 舶 酬 酬 雌 蒲 ｍ 蒲 滞 酬

＝ 爵 Ｎ Ｏ 捕 ト コ Ｎ Ｎ □

，
０ 叫 ベ ロ 叫 汗 ワ サ （ ｏ ｏ ” ゞ 卜 Ｓ ＞ ）

○ 酬 捕 黎 畔 Э 謝 冊 冊 再 ′ ｏ ｏ 詳 藤 ＋ バ ト 判 感 コ 肩 計 ｃ ′ ｏ ｏ 詳 卦 ＋ 翻 バ 再 世 剛 畔 Ｈ Ｓ き 湘 （ 引 爵 “ ∞

楡 河 サ ゛ 珊 捕 黎 岬 ロ ヨ 認 蒲 辞 陣 強 鼎 部 書 ） バ ト 判 肩 難 Ｇ バ 訪 ｃ ″ ｏ ｏ 詳 藤 ＋ 翻 ひ う 粛 針 ゝ ゛ 卜 判 高 コ 。

○ ― 計 ′ 酎 書 黎 岬 Ｓ 識 器 蜻 書 碑 半 辞 言 酎 介 ８ 難 燎 卜 叫 ｄ 自 叶 計 ワ 針 叫 か 汁 軌 さ ０ 墾 鮮 研 ３ バ ５ い ｏ

計 楡 諄 畔 鮒 榊 擬 Ｓ 詳 蒻

∞ ● 一

ヽ ● ０

（ Ｘ Ｙ ０

い ０
・ ０

奎 Ｐ ●

〕 Ｐ ０

Ｎ ０ ０

Ｌ Ｐ ●

０ ●

８ ８ 構 　 い ０ ８ ＃ 　 Ｎ ８ ｏ 構 　 Ｎ ９ ０ 構 　 ８ 博 楡

琳 章 鵬 ヨ 椰̈ 鱒 ０ 諾 撃 コ 「 繊 魯 ヨ 踏 ＝ 」

り ０ 　 い ０ ０

（ 層 ）



（眠型榊）器椰製撃掘製′́疑和期榊襲傾◎

（嘔製憮器書）器椰ｅｓｔｏ卜型撃枷員儘硝翠・釈経ｅ榊鍛傾③

（嘔網堅・憫翠×製撃興●ｅ＝晨典ビに

・卜ゃ‥トハい平ｅ榊翁傾＝榊鮮颯せ製０↓日〓一晏和国ｅで冊器Ｃ）器椰晨輩製報郎邸興期○

ヾ３）Ｓ製伸早騒収む恒

二郎側ｅ佃翠軽縣製畑ｅＳぐ′⊃暉騰掏躙騰♀畔怪ｅ器椰ｏｏ⊃郭興判せ興皿颯Ⅸ′壼回○

（艘勲押燃騨腟択８ツロ畑量堆興皿颯Ⅸ）。Ю卜判ｅｐいＬ押郭興

里椰距換眠千翠岬却嘔吊暉釈′量）０製鋼里鵜器′⊃暖瞑掏冊椰ｅ嘔ｏ朧引′量撃興佃製ⅢＯ

暉麟Ｅミト申ｅＯＩＯＪ一Ｅ最―）⊃郭悧集嘔翠榊′嘔製侶器書′嘔柵邸・“幕′Ｓ製ｅｌ
Ｊｏ

。や卜製Ⅸ枷絆堅Ⅸｅ‘翠麟

ｅ判撃ぶ経●８ミト中０ち里ヽハト、レｅ劇×―＝゛峰哺ｅ鱗調ゴ｝蘊ｅ緊Ⅸ書根臓ｅ計榊編恒Ｊ一や判判

いこ掏堅枢ｅ計駕躍贅書Ю卜鞍二器ぐ‘■●黒３騒二眠爬輝製ｅ榊翡恒′）む恒ユ麻Ⅸｅ硝翠駆麻興期・

製報脳瞑ｅ＝榊縞値０

（糞棗薇縮錮駆ｘ製ボ総田回昌Щ∞叶Ｒ侵庁）雷鐸鳳障Ｋ田（キ）

。ヾ捻ｐ陣緻笑却口Ю卜樫側ｐ単叫齋習押螂晋Ю和ｐ集却同や卜員ヽ

二儘爬勢習ｅ＝掘喫３〉０優製′（計ヽ、―
トハい讐）翻典硝翠′♀釈経′や巡翠ｏく里服輸値Θ

′Ｄ製撃掏員●Ｓ‘肺翻興卜、トハい雫♀饉撃釈経゛条侵饉颯′ν⊃夜ユギ刹

郎郎Ｊ一や却判いＬ掏鞣題ｅ嬰♀憫響ｅ掘興ｅｐ佃輝勢製′い“Ю苺却継Ｆ後％図Ｃ掘喫佃翠

轡峰喘ｅ＝届爬卜、―トハい平♀ぶ稲ｐ”輝野製′やＳ製Ｄ咽面押郎園⊃“里＝廿似後ぎ事部黙○

′）む恒里邸ⅨＣ瘍翠軽邸興川

′知仲Ю図却引Ｅ糞響ｅ世撃♀３〉０３後和川′判撃釈根ｅ榊転値′Ｒ部設掏Ｔ）聖舞賦障Ｋ回　○

Ｎ（せＲ悩けヽ綱隔鎌櫻０卜題里曇ヽｅて０翠
，

製ｅ撫輩担」撻Ｅ‘【鍬ヨ】

瓢倒ツ仁中●　　　　　瓢Ⅸｅ押鑑恒ｏ

巾橿磐麟限州●●楔醸脚翠Ⅸ・製題仁轟０

ハー半К・壼翠ｏ　　　　　　　　　　彗ロロ

ま８　　　　　　メＯＮ　　　　　　ぶ０

尋典３収⊃民総巡ぐ型で二晨籠型纏せ

二苺“条牟□

‘゛〉翼Ｄ暴偉ロ

‘●和Ｐミ■♪掟桑〓苺桑‘製Ｄ員拳ロ

３型Ｄ興綸ロ

メｏｏ　　　　　求０●　　　　　
，

６Ｎ　　　　　メ０

ｃ便員総ｅぐ面興鱗製型ぐ二晨轟型転せ

檸に増調●

田●引侶ロ

報冒・欄川ロ

求８一　　　　　送８

:雪
 :琴

 :苦
 
管
晨

ａ一●●

１‘゛り

。ゆ慕゛ぐ）３紀里錫叶中や

やЮ卜馴撫掏員翁ユ知終「器稲・側期Ｌ「榊督塔幽爬期」〓椰Ｌ雪製」′壼ツ樹理二製⊃曇儘邸ぐ○

。二傾後恒鞭員や

ｅ榊編柾ｅ恨ｏｏ２ｏｏＪ一♯′ひ総νいや掏Ｅ鞭員●ｅ‘面瞑卦ヨ後ゞｏ卜颯゛いｅ雄劇押輻柾　ｏ

【マｎ

＼
‥‥１川

ＯＮ●

０一り

＼

マＮｎ

＼

∞０一

＼＼

∞【ｍ

／／　　　・

Ｈバ
■３

軽Ｒ

ＩＲ
姜ミ

ヽ‘０ト

製て嗜０

１●０



(1)生涯現役推進特別事業(企業等への働きかけによる定年退職者等高齢者のポランティア・

1市 民活動等の参加促進)(社会・援護局)

①実施主体

都道府県、政令市、中核市(全国で10カ所程度を想定)    ,_ .
(事業の全部又は一部を委託可)

②事業内容
生涯現役社会の実現に向け、定年退職者等高齢者が地域において、ポランティア・市民活動

等に円滑かつ積極的に参加できるよう、商工関係部局や労働局等と連携し、経済団体 (商工会
議所等)や企業等に対し積極的に働きかけを行い、退職前からボランティア・市民活動等への

参加意欲を醸成する。

③取組事例
・ポランティア活動の企業内体験型研修やセミナーの実施 (普及啓発)

・企業のCSR部門やポランティア休暇などを活用したボランティア・市民活動体験、企業に対する
市民活動グループの紹介や意見交換会の開催(ボランティア活動等への理解促進、地域課題
と企業の地域貢献活動のマッチング)

・企業の施設を利用した市民活動グループヘの活動の場の提供(市民活動の活性化)

・企業が有する技能や専門性を活かした市民講座やカルチヤースクールの開催(居場所づくり、
起業支援)

・社会福祉施設での介護体験 (就労体験 )

④財源
セーフティネット支援対策等事業費補助金を活用し実施。
※ 「地域資源・人材育成支援事業」を「生涯現役活躍支援事業』:こ改変し、「生涯現役推進特別事業」を
追加予定。なお、従前の「人材育成事業」、「需給マッチング事業」、「ネットワーク構築・普及啓発事業」を
併せて行うことも可能。

(2)高齢者の就労・社会参加を促進するための事業(職業安定局)

①実施主体

都道府県、政令市・中核市 (全国で10カ所程度を想定)

(民間団体に対する委託事業)

②事業内容

企業退職者が多く、就労する場も多いと考えられる政令市・中核市を中心に、就労関係団体や
地域保健福祉関係団体と連携し、高齢者の就労機会の創出や高齢者等のニーズと受け手となる
地域ニーズのマッチング等を行い、高齢者が希望する就労や社会活動等への橋渡しを行う。

{例 }就労関係団体   :ハローヮーク、シルバー人材センター、商工会議所、企業等
地域保健福祉関係団体 :社会福祉協議会 (都道府県・地区)、 ポランシ アセンター、

地域包括支援センター、医療保険者団体(国保連等}等

③取組事例
・セミナーの実施等による退職高齢者等への意識改革や生涯を通じた活動の動機付け
・地域ニーズを踏まえた高齢者向けの就労事業の掘り起こしや企画立案
・高齢者の就労・社会参加に関する総合的な相談の実施

④財源

地域人づくり事業 (都道府県への基金造成・積み増し事業)を活用し実施

※ 本事業は高齢者に限らず幅広い雇用拡大・処遇改善に向けた取組を支援するものであり、実施主体は
都道府県である。具体的な事業内容については、各都道府県の創意工夫を基本とし、国は先行事例の
情報提供や相談援助を行うち



(3)高齢者生きがい活動促進事業(老健局)

①実施主体

市区町村 (全国で10カ所程度)

②事業内容         ‐

企業退職高齢者等が、地域社会の中で役割を持つていきいきと生活できるよう、有償ボラン

ティア活動等による一定の収入を得ながら、自らの生きがいや健康づくりにもつながる活動の

立ち上げを支援する。

③取組事例
・単身高齢者等に対する見守り、配食サービス等の生活支援有償ポランティア活動
・その他、地域の二一ズに応じた高齢者の社会参加、生きがいづくりに資する活動

④財源
介護保険事業費補助金を活用し実施

※上記事業と併せてt介護保険における地域支援事業において、生活支援サービスの構築等を

推進するために配置される生活支援サービスコーディネーターと連携を図り取り組むことも可。

(参考 1)生涯現役社会の環境整備 展開イメ…ジ (案 )

O高 齢者の「生きがい」「健康づくり」「介護予防J等のため、ニーズに応じた就労・社会活動(ボランティア)、 健康
づくり等の場の開拓や体験等を通じた参加しやすい環境づくり、地域における「居場所」づくりなどを推進すること
により、全員参加型の生涯現役社会の実現を目指す。

0広崚的な取組支援
・協力機関(体制)の形成
・パックアップ(財政支援)

0企業への働きかけ
・事案者の意凛改革
・居jB所の鵬拓
・ポランティア体験の機会確保

0進行管理



(参考2)1平成26年度における具体的取組 (書局の取組)

0地域人づくり事業 (仮称)の創設 (職業安定局 )

1,020億円 (平成25年度補正予算案)

、女性の通躍促進、若者等無業者の就職促進、生涯現役社会の実現に向けた高齢者の活躍
推進等を通じた雇用の拡大を図るとともに、賃金引き上げ、非正規雇用労働者の正社員化等の
処遇改善の推進し、地域の実情に応じた創意工夫による多様な「人づくり」を支援するための

事業を実施するため、緊急雇用創出事業臨時特例基金を積み立てる6

0高齢者が地域で働ける場や社会を支える活動ができる場の拡大 (職業安定局)

94億円 (平成26年度予算案)

高齢者が社会の支え手として活躍する生涯現役社会の実現に向けて、シルバー人材センター
の活用により、会員の拡大や就業機会の拡大を図り、高齢者の多様な就業ニーズに応した就業
機会を確保する。

O生涯を通じたボランティア活動等の推進 (社会・援護局 )

【セーフティネット支援対策等事業費補助金150億円の内数】 (平成26年度予算案)

企業全の働きかけにより、退職前からのボランティア活動|の参加を促進するとともに、定年後も
地域社会で「居場所」と「出番」を与えられる環境づくりを支援する。

O高齢者生きがい活動促進事業 (老健局)

10百万円 (平成26年度予算案)

生涯現役社会を実現し、企業退職高齢者などが地域社会の中で役割を持つて生活できるよう、
T定の収入を得ながら自らの生きがいや健康づくりにも繋がり、介護予防や生活支援のモデルと
なる有償ボランティア活動などの立ち上げを行う。
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